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一般質問とは、議員が町の一般事務に対して、その執行の状況また
は将来の方針、政策的提言や行政の課題等を町長などの執行機関に
直接質問することです。

○町道路線の廃止について
　一般通行に必要がない、甘粕地内の町道７９９号線及び猪俣地内の町道２２６２号線を払下げるため廃止するものです。

〇埼玉県知事に対し、埼玉県議会議員の選挙区を見直し児玉郡及び本庄市が一つの選挙区となるよう
求めるため、意見書を提出するものである。

美里町の埼玉県議会議員選挙区を北第３区から北第２区に戻すことに関する意見書
　平成２６年９月定例会において「埼玉県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員
の数に関する条例」の改正が行われました。
　このことは、児玉郡市の一体性やこれまでの経緯等から、児玉郡の町民及び本庄市民から到底理解が得ら
れません。児玉郡市広域市町村圏組合は、本庄市、美里町、上里町、神川町の１市３町で構成されており、
消防や清掃、斎場等の広域行政を実施しているほか、本庄地方拠点都市、定住自立圏及び教育行政なども同
じ構成で事業を行っております。さらに警察、保健所、医師会、埼玉ひびきの農業協同組合、民間団体の構
成も同様であります。
　埼玉県におかれましては、児玉郡市の一体性を十分にご理解いただき、児玉郡及び本庄市を同一選挙区に
戻すことを強く要望するものです。
　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。
　令和５年 12月１日
	 美里町議会
　埼玉県知事　大野　元裕　様
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な
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が
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